
■令和２年度各種補正予算を慎重審査しました…P２

▲新型コロナウイルス感染症対策を行い、楽しい学校生活が再開

東松島市
第57号

令和２年８月１日発行

■新型コロナウイルスに関する提言書提出   P３
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東松島市は政府から
SDGs 未来都市に
県内で唯一選定さ
れました。



　

奥
松
島
運
動

公
園
内
の
管
理

施
設
は
、
体
育

館
、
野
球
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
、
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
お

よ
び
そ
れ
ら
の
付
帯
施
設
で

あ
り
、
広
範
囲
に
分
散
し
て

い
ま
す
。

　

審
査
は
、
候
補
者
選
定
内

容
、
重
要
項
目
・
配
点
基
準

お
よ
び
提
示
さ
れ
た
資
料
を

精
査
し
ま
し
た
。

　

当
該
施
設
は
、
工
事
中
で

あ
り
完
成
後
の
指
定
管
理
と

な
り
ま
す
が
、
そ
の
立
地
状

況
か
ら
奥
松
島
ク
ラ
ブ
ハ
ウ

ス
と
の
連
携
お
よ
び
防
災
・

防
犯
体
制

整
備
が
重

要
に
な
り

ま
す
。
本

会
議
で
は
、

委
員
長
報

告
の
後
、

原
案
の
通

り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

議
会
基
本
条

例
は
、
議
員
の

職
責
お
よ
び
職

務
を
市
民
へ
示
す
と
と
も
に
、

そ
の
役
割
を
果
た
す
た
め
の

具
体
策
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
初
め
て
目
的
が
達

成
さ
れ
て
い
る
か
を
検
証
し
、

左
記
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

検
証
結
果
（
全
54
項
目
）

Ａ
：
達
成　
　
　

 

９
項
目

Ｂ
：
一
部
達
成　

 

26
項
目

Ｃ
：
努
力
要
す　

 

６
項
目

Ｄ
：
対
象
外　
　

 

13
項
目

検
証
委
員
の
感
想

佐
藤
富
夫　
基
本
条
例
は
議

　

会
の
法
律
。
厳
守
が
必
要
。

阿
部
勝
德　
さ
ら
な
る
努
力

　

が
必
要
と
再
認
識
し
た
。

上
田
　
勉　
議
会
の
あ
る
べ

　

き
姿
を
再
確
認
で
き
た
。

齋
藤
　
徹　
課
題
解
決
に
は

　

さ
ら
な
る
努
力
が
必
要
。

小
野
幸
男　
改
革
は
道
半
ば
、

　

各
議
員
の
努
力
に
期
待
。

櫻
井
政
文　
条
例
に
沿
っ
た

　

活
動
の
遵
守
に
努
め
る
。

６
月（
第
２
回
）定
例
会
審
議（
審
査
）内
容

議案番号 件　　名

議案第59号 東松島市行政手続条例の一部を改正する条例について

議案第60号 東松島市行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条例の一部を改正する条例について

議案第61号 東松島市市税条例の一部を改正する条例について

議案第62号 東松島市立の学校等の学校医、学校歯科医および学校薬剤師の公務災害補償に関する条例の一部を改正する条例
について

議案第63号 東松島市家庭的保育事業等の設備および運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

議案第64号 東松島市放課後児童健全育成事業の設備および運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

議案第65号 東松島市印鑑の登録および証明に関する条例の一部を改正する条例について

議案第66号 東松島市手数料徴収条例の一部を改正する条例について

議案第67号 石巻広域都市計画事業大曲浜地区被災市街地復興土地区画整理事業施行規程を定める条例の一部を改正する条例
について

6月（第2回）定例会可決議案
　市長提出議案、全１６件を全会一致で原案のとおり可決しました。議案
の件名は下記のとおりです。（※ほかの記事で説明している議案は省略して
います）

　

一
般
会
計
ほ
か
各
種
会
計

の
補
正
予
算
を
６
月
11
日
の

本
会
議
で
慎
重
審
議
し
、
全

会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。
多
数
の
質
疑

が
あ
り
ま
し
た
が
、
な
か
で

も
、
皆
さ
ん
の
関
心
度
が
高

い
と
思
わ
れ
る
質
疑
お
よ
び

答
弁
の
内
容
を
紹
介
し
ま

す
。 第

２
回
定
例
会

補
正
予
算

　
（
議
案
第
71
号
～
第
74
号
）

賛否が分かれた議案の採決結果 ○…賛成、×…反対　※大橋博之議長は採決に加わりません

議
決
結
果

石
森
　
晃
寿

上
田
　
　
勉

手
代
木
せ
つ
子

齋
藤
　
　
徹

土
井
　
光
正

熱
海
　
重
徳

小
野
　
幸
男

小
野
　
惠
章

阿
部
と
し
ゑ

五
ノ
井
惣
一
郎

阿
部
勝
德

櫻
井
　
政
文

佐
藤
　
富
夫

長
谷
川
　
博

熊
谷
　
昌
崇

滝
　
　
健
一

大
橋
博
之

議案

議案第69号　財産の取得（庁内住基系
パソコン一式）について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 議

長
議案第70号　財産の無償譲渡（旧鳴瀬
未来中学校）について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 〇 ○ 議

長

議
案
第
68
号

奥
松
島
運
動
公
園
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
民
生
教
育
常
任
委
員
会
付
託
審
査
）

東
松
島
市
議
会

基
本
条
例
検
証
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会
委
員
会

報
告

補
正
予
算
総
額

11
億
1
，2
5
4
万
円
の
増
額

財
政
調
整
基
金
に
つ
い
て

　
　
　
　

財
政
調
整
基
金
の
今

後
の
執
行
見
込
み
は
。　

　

大
曲
浜
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業
の
精
算
に

伴
う
保
留
地
購
入
を
予
定
。
残

高
が
10
億
円
を
切
ら
な
い
よ
う

常
に
意
識
し
て
い
る
。

　

な
お
、
現
在
の
残
高
は
、

10
億
４
，
５
０
０
万
円
。

※
財
政
調
整
基
金
と
は
…
計

画
的
な
財
政
運
営
を
行
う
た

め
の
貯
金
の
こ
と
。

QA
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
関
す
る
提
言
書
提
出

【
提
言
内
容
】

⒈　

市
民
お
よ
び
事
業
者
に
対
す
る

広
報
等
で
の
周
知
を
積
極
的
に

行
う
こ
と

⒉　

一
次
産
業
を
含
む
事
業
者
へ
の

さ
ら
な
る
支
援
を
行
う
こ
と

⒊　

市
民
や
事
業
者
へ
の
相
談
体
制

を
強
化
す
る
こ
と

⒋　

避
難
行
動
計
画
お
よ
び
避
難
所

運
営
の
見
直
し
を
行
う
こ
と

⒌　

市
職
員
か
ら
罹
患
者
が
出
た
場

合
の
有
事
指
針
の
作
成
を
行
う

こ
と

⒍　

年
度
内
事
業
の
見
直
し
を
行
う

こ
と

⒎　

子
育
て
支
援
事
業
の
充
実
を
図

る
こ
と

⒏　

福
祉
事
業
の
継
続
と
福
祉
現
場

の
リ
ス
ク
対
応
策
の
強
化
を
図

る
こ
と

⒐　

発
熱
外
来
の
設
置
を
含
め
た
石

巻
圏
域
の
医
療
体
制
の
充
実
を

図
る
こ
と

⒑　

学
校
再
開
に
伴
い
教
育
環
境
（
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
も
含
む
）
の
構

築
を
早
急
に
図
る
こ
と

第２回臨時会（３／27）可決議案
議案番号  件　　名

議案第51号 境界変更に伴う財産処分の協議について
議案第52号 令和元年度東松島市一般会計補正予算（第１３号）について
議案第53号 令和２年度東松島市一般会計補正予算（第１号）について

　市長提出議案、全３件を全会一致で原案のとおり可決しました。議案
の件名は下記のとおりです。

第３回臨時会（５／２）可決議案

第４回臨時会（５／15）可決議案

議案番号  件　　名
承認第１号 専決処分した事件（東松島市市税条例の一部を改正する条例）の承認について
承認第２号 専決処分した事件（東松島市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）の承認について

承認第３号 専決処分した事件（東松島市地方活力向上地域における固定資産税の不均一課税に関する条例の一部を改正す
る条例）の承認について

承認第４号 専決処分した事件（東松島市介護保険条例の一部を改正する条例）の承認について
議案第54号 東松島市国民健康保険条例の一部を改正する条例について
議案第55号 東松島市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例について
議案第56号 令和２年度東松島市一般会計補正予算（第２号）について
議案第57号 令和２年度東松島市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について

議案番号 件　　名
議案第58号 令和２年度東松島市一般会計補正予算（第３号）について

　市長提出議案、全８件を全会一致で原案のとおり可決しました。議案
の件名は下記のとおりです。

　市長提出議案、全１件を全会一致で原案のとおり可決しました。議案
の件名は下記のとおりです。

議会運営および活動状況 令和２年２月以降

２月１３日　総務常任委員会、民生教育常任委員会、産業建設常任委員会、広報常任委員会
　　１４日　総務常任委員会、産業建設常任委員会
　　　　　　あおぞら ( 大塩小学校 ) 放課後児童クラブお披露目式
　　１５日　石巻地域体育協会ブロック研修会兼東部地域スポーツ指導者研修会
　　　　　　および令和元年度石巻地域体育協会表彰式並びに受賞祝賀会
　　１９日　会派代表者会議
　　２０日　議員全員協議会
　　２１日　議会運営委員会、財務常任委員会
　　２５日　産業建設常任委員会
　　２６日　あかしや会・しいの実会主催合同卒業・進級を祝う会　　
　　２８日　財務常任委員会、産業建設常任委員会、議員全員説明会
　　２９日　ＮＰＯ法人東松島市体育協会・東松島市スポーツ少年団スポーツ合同表彰式
３月　３日　財務常任委員会、議会運営委員会
　　　４日　自衛隊入隊予定者激励会
　　　５日　東松島市消防団消防ポンプ車配備式、議員全員協議会
　　１０日　千羽鶴を未来へ残すアートワークショップ
　　１１日　東日本大震災東松島市追悼式
　　　　　　千羽鶴を未来へ残すアートプロジェクトメモリアルアート完成作品のお披露目
　　１２日　東松島市議会基本条例検証に関する調査特別委員会
　　２０日　東松島市「スポーツ健康都市宣言」宣言式
　　　　　　東京２０２０オリンピック聖火リレー聖火到着式
　　　　　　聖火を乗せたラッピングバス歓迎行事
　　２４日　災害時における支援協力に関する協定（宮城県教育委員会）
　　　　　　災害時における応急措置の協力に関する協定 ( 石巻地区森林組合）
　　　　　　災害時における医療救護活動に関する協定 ( 一般社団法人石巻薬剤師会）

　　２４日　議会運営委員会
　　２５日　東松島市とみやぎ生活協同組合との「安心して暮らせる地域づくり」
　　　　　　に向けての包括連携協定書締結式
　　２７日　総務常任委員会、民生教育常任員会、議会運営委員会、議員全員協議会
４月　１日　年度初めの式、野蒜第三雨水ポンプ場稼動式
　　　２日　転入教職員服務宣誓式、財務常任委員会
　　　３日　東松島市交通安全防犯推進協議会　令和 2 年度通常総会
　　　８日　春の交通安全運動出動式・街頭指導
　　　　　　東松島市議会基本条例検証に関する調査特別委員会
　　　９日　一般県道大塩小野停車場線上小松道路改良事業開通式
　　１０日　広報常任委員会
　　１４日　会派代表者会議
　　２０日　東松島市議会基本条例検証に関する調査特別委員会
　　２２日　議会運営委員会、議員全員協議会
　　２８日　委員会調整会議
５月　２日　総務常任委員会、民生教育常任委員会、産業建設常任委員会、議会運営委員会
　　　８日　総務常任委員会、議員全員説明会
　　１１日　民生教育常任委員会
　　１５日　産業建設常任委員会、議会運営委員会、議員全員協議会、委員会調整会議
　　２０日　議会運営委員会、財務常任委員会、議員全員協議会
　　２２日　民生教育常任委員会
　　２５日　議会運営委員会、議員全員協議会
　　２８日　会派代表者会議
６月　３日　東松島市議会基本条例検証に関する調査特別委員会
　　　５日　広報常任委員会、議会運営委員会

▲正副議長が市長へ提出（5/26）

3 東松島市議会だより　No.57



議会中継はこちらから 検索東松島市議会映像

７議員が 市政をただす
一般質問は、議員が本市の事務事業に関する質問を行ったり、政策提言を行うことなどを言います。
今回は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から質問者数を会派調整して行っております。
なお、議論の様子は録画中継でもご覧になれます。

①新型コロナ感染拡大防止対策および収束化対策に
　万全を期せ
②震災復興の完結を急げ
③日本・千島海溝地震の津波や大雨災害への対策を
　万全にせよ
� 土井　光正　P 4

①コロナ禍後の政策について
　熊谷　昌崇　P 5

①新型コロナ感染影響下における事業について
②公共施設の課題解決を図れ
� 小野　惠章　P 5

①学校再開について
②原発避難計画について

長谷川　博　P 6

①今後の市政運営について問う
小野　幸男　P 6

①新型コロナ感染症拡大対策の継続に向けて諸準備を
　怠るな
②タイケン学園の現状について問う
③今後の基地対策について
� 上田　勉　P 7

①本市人口ビジョン総合戦略と国策の整合性を問う
佐藤　富夫　P 7

土井　光正 議員

問答
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
に
万
全
を
期
せ

感
染
予
防
対
策
を
市
報
等
で
周
知
す
る

問　
大
曲
地
区
を
地
方
創
生

の
観
点
か
ら
人
口
増
加
を
推

進
す
る
住
宅
地
と
し
て
市
街

化
区
域
に
編
入
す
べ
き
。

答
市
長　

地
域
の
意
見
を
踏

ま
え
つ
つ
、
住
宅
地
の
ほ
か

商
業
施
設
な
ど
の
沿
道
利
用

も
視
野
に
入
れ
、
市
街
化
区

域
編
入
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

３
件
目

問　
大
曲
小
学
校
を
防
災
拠

点
と
し
て
改
築
整
備
す
べ
き
。

答
市
長　

大
曲
地
域
の
防
災

拠
点
と
し
て
さ
ら
に
充
実
す

る
よ
う
改
築
整
備
す
る
。

問　
国
道
45
号
上
下
堤
地
内

の
道
路
冠
水
対
策
は
。

答
市
長　

今
年
度
に
調
査
設

計
を
行
い
３
年
度
で
工
事
着

工
と
国
交
省
か
ら
聞
い
て
い

る
が
な
お
強
く
要
望
す
る
。

問　
矢
本
歩
道
橋
撤
去
と
交

差
点
改
良
の
実
施
時
期
は
。

答
市
長　

現
在
、
信
号
機
等

の
移
設
協
議
中
で
今
年
度
交

差
点
の
調
査
設
計
に
入
る
。

１
件
目

問　
特
別
定
額
給
付
金
の
手

続
き
未
申
請
世
帯
の
対
策
は
。

答
市
長　

お
知
ら
せ
の
再
送

付
や
高
齢
者
、
障
害
者
世
帯

等
の
巡
回
訪
問
で
対
応
。

問　
休
業
中
に
実
施
で
き
な

か
っ
た
授
業
時
数
の
対
応
は
。

答
教
育
長　

夏
期
休
業
の
短

縮
や
行
事
等
を
削
減
し
、
教

育
課
程
を
再
構
成
す
る
。

問　
教
室
の
消
毒
等
に
よ
る

教
員
の
負
担
増
の
対
策
は
。

答
教
育
長　

ス
ク
ー
ル
サ
ポ

ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
追
加
配
置

で
対
応
予
定
。

２
件
目

問　
都
市
計
画
道
路
矢
本
門

脇
線
の
市
道
寺
沼
線
ま
で
の

早
期
の
暫
定
供
用
で
地
域
交

通
の
利
便
を
図
る
べ
き
。

答
市
長　

８
月
頃
の
暫
定
供

用
開
始
を
県
と
協
議
中
。

▲被災した大曲小学校／国道 45 号上下堤の冠水

１．�新型コロナ感染拡大防止対策および収束化対策に万全
を期せ　� （答弁：市長、教育長）

２．震災復興の完結を急げ　� （答弁：市長）
３．�日本・千島海溝地震の津波や大雨災害への対策を万全
にせよ　� （答弁：市長）
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一 般 質 問

熊谷　昌崇 議員

▲戸建て災害公営住宅の譲渡希望調査を行う予定

▲コロナ禍後の必需品

１．コロナ禍後の政策について　� （答弁：市長、教育長） 問

問

答

答

コ
ロ
ナ
禍
後
の
政
策
は

災
害
公
営
住
宅
の
払
い
下
げ
は

臨
機
応
変
に
対
応
す
る

譲
渡
希
望 

意
向
調
査
へ

答
教
育
長　

学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

化
を
進
め
る
国
の
方
針
、
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
を
受

け
児
童
生
徒
の
自
宅
に
お
け

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
に

つ
い
て
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
、
学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
の
整
備
を
進
め
、
非

常
時
に
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し

た
在
宅
学
習
も
可
能
に
な
る

よ
う
検
討
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
が
整
わ
な
い
児

童
生
徒
に
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

答
市
長　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
よ
る
経
費
増
加
や
収
入
の

減
少
等
の
調
査
を
行
い
、
今

後
指
定
管
理
者
と
協
議
す
る
。

２
件
目

問　
市
役
所
庁
舎
の
統
合
に

つ
い
て
、
計
画
策
定
、
検
討

委
員
会
を
発
足
す
べ
き
で
は
。

答
市
長　

不
便
を
感
じ
て
お

り
、
統
合
が
必
要
で
あ
り
、

市
役
所
内
部
で
の
検
討
組
織

を
設
置
す
る
。

や
通
信
機
器
の
貸
与
も
検
討

し
て
い
く
。

問　
災
害
時
に
お
け
る
３
密

を
避
け
る
た
め
の
対
策
は
。

答
市
長　

密
閉
対
策
と
し
て
、

避
難
所
の
こ
ま
め
な
換
気
、

密
集
対
策
と
し
て
、
受
け
入

れ
収
容
人
数
を
市
地
域
防
災

計
画
で
定
め
て
い
る
人
数
の

半
分
以
下
に
す
る
こ
と
、
避

難
者
同
士
の
距
離
の
確
保
等

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
指
定
避
難
所
の
収
容

能
力
が
不
足
し
た
場
合
に
つ

い
て
は
、
市
内
の
ホ
テ
ル
や

旅
館
等
も
避
難
所
と
し
て
活

用
で
き
る
よ
う
に
準
備
を
進

め
て
い
る
。

問　
コ
ロ
ナ
禍
後
の
企
業
誘

致
の
方
策
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。

答
市
長　

主
に
は
宮
城
県
と

密
接
に
連
携
し
て
効
果
的
に

誘
致
活
動
を
進
め
て
い
く
が
、

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
に
つ

い
て
は
、
宮
城
県
内
で
は
事

例
が
な
い
た
め
、
取
り
組
む

予
定
は
な
い
。

問　
戸
建
て
災
害
公
営
住
宅

の
払
い
下
げ
、
普
通
財
産
の

売
却
を
促
進
す
べ
き
で
は
。

答
市
長　

早
期
に
払
い
下
げ

た
い
。
入
居
者
の
意
向
を
調

査
す
る
。
普
通
財
産
の
売
却

は
進
め
る
必
要
が
あ
り
、
貸

付
も
視
野
に
行
う
。

問　
矢
本
駅
前
延
伸
道
路
に

通
り
名
の
提
案
は
。

答
市
長　

公
募
に
よ
る
名
付

け
を
前
向
き
に
検
討
す
る
。

１
件
目

問　
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
す
る

在
宅
学
習
の
た
め
の
通
信
環

境
の
整
備
お
よ
び
教
育
者
へ

の
使
用
方
法
の
サ
ポ
ー
ト
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

１
件
目

問　
自
治
会
活
動
へ
の
活
動

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
示
す
べ
き

で
は
。

答
市
長　

全
国
公
民
館
連
合

会
が
作
成
し
た
も
の
を
準
用
、

こ
の
活
用
の
周
知
啓
発
に
努

め
る
。

問　
各
種
集
団
検
診
が
行
わ

れ
な
い
中
で
、
市
民
の
健
康

を
ど
う
守
る
の
か
。

答
市
長　

特
定
検
診
や
健
康

診
断
、
肺
が
ん
検
診
、
大
腸

が
ん
検
診
は
12
月
の
実
施
に

向
け
、
会
場
の
確
保
や
方
法

等
の
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

問　
市
政
15
周
年
記
念
式
典

に
つ
い
て
は
。

答
市
長　

開
催
時
間
の
短
縮

や
感
染
予
防
策
の
徹
底
等
の

対
策
を
図
り
実
施
す
る
。

問　
指
定
管
理
料
の
見
直
し

を
検
討
す
べ
き
で
は
。

小野　惠章 議員

１．新型コロナ感染影響下における事業について�（答弁：市長）
２．公共施設の課題解決を図れ　� （答弁：市長）
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▲児童生徒に負担のない学校再開を

１．学校再開について　� （答弁：教育長）
２．原発避難計画について　� （答弁：市長）

問答
学
習
の
遅
れ
に
は
柔
軟
な
対
応
を

実
情
に
応
じ
た
見
直
し
を
指
示

す
こ
と
。

問　
学
習
の
遅
れ
で
は
児
童

生
徒
の
負
担
の
加
重
を
避
け

る
べ
き
。
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

に
「
遅
れ
を
取
り
戻
そ
う
と

詰
め
込
み
授
業
は
避
け
て
ほ

し
い
」
と
の
回
答
あ
り
。

答
教
育
長　

国
の
通
知
も
あ

り
、
授
業
時
数
を
機
械
的
に

は
確
保
せ
ず
、実
情
に
応
じ

た
見
直
し
を
指
示
し
て
い
る
。

問　
人
員
の
配
置
、
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
お
よ
び
９
月
入
学

の
見
解
は
。

答
教
育
長　

国
に
学
習
指
導

員
を
要
望
し
て
い
る
。
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
で
全
員

に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
配
備
す
る
。

９
月
入
学
は
社
会
全
体
に
関

わ
る
変
更
で
、
十
分
な
議
論

が
必
要
。

２
件
目

問　
県
の
調
査
で
避
難
に
最

大
で
５
日
以
上
か
か
る
こ
と

が
明
ら
か
に
。
避
難
計
画
を

再
度
検
証
す
べ
き
。
コ
ロ
ナ

禍
で
の
避
難
は
ど
の
よ
う
に
。

答
市
長　

国
県
の
指
示
に
よ

る
屋
内
退
避
を
市
民
に
周
知

徹
底
す
る
。
感
染
防
止
を
加

味
し
た
避
難
方
針
は
今
後
、

国
県
か
ら
通
知
が
あ
る
。

問　
避
難
計
画
は
不
十
分
、

市
長
は
実
効
性
確
認
ま
で
再

稼
働
す
べ
き
で
な
い
と
表
明

す
る
べ
き
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
再
稼
働
に
賛
成
９
％
、
反

対
60
％
、
ど
ち
ら
と
も
い
え

な
い
30
％
と
い
う
結
果
だ
。

答
市
長　

今
、
女
川
・
石
巻

両
議
会
で
慎
重
審
議
さ
れ
て

お
り
、
状
況
を
見
極
め
て
判

断
す
る
。

１
件
目

問　
臨
時
休
業
が
解
除
さ
れ
、

授
業
再
開
に
当
た
っ
て
重
視

し
た
点
は
。

答
教
育
長　

感
染
症
予
防
と

学
び
の
保
障
の
両
立
を
目
指

問答
今
後
の
市
政
運
営
に
つ
い
て
問
う

国
、
県
の
方
針
を
参
考
に
進
め
る

つ
暮
ら
し
」
を
６
月
に
開
設

し
、
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ

ン
タ
ー
と
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
と
と
も
に
取
り
組
み

を
進
め
る
。

問　
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
ら

く
ら
く
号
の
無
料
運
行
の
考

え
に
つ
い
て
。

答
市
長　

さ
ら
な
る
市
の
負

担
増
と
な
る
こ
と
か
ら
、
現

状
の
料
金
体
制
を
継
続
す
る
。

問　
公
共
施
設
の
換
気
対
策

等
に
つ
い
て
。

答
市
長　

定
時
に
窓
を
開
け
、

夏
季
、
冬
季
も
温
度
調
整
を

図
り
継
続
し
て
行
う
。

問　
沿
岸
部
の
復
興
事
業
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
。

答
市
長　

現
時
点
で
95
％
の

進
捗
で
、
令
和
３
年
３
月
末

の
完
成
を
予
定
し
て
い
る
。

問　
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
取

り
組
み
の
考
え
に
つ
い
て
。

答
教
育
長　

児
童
生
徒
の
学

び
を
豊
か
に
し
、
学
習
保
障

の
観
点
に
立
ち
、
取
り
組
む
。

問　
本
市
で
の
発
熱
外
来
等

の
必
要
性
と
設
置
は
。

答
市
長　

石
巻
圏
域
の
発
熱

外
来
の
設
置
は
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
、
石
巻
保
健
所
長

に
対
し
５
月
25
日
に
要
望
書

を
提
出
し
、
現
在
協
議
中
で

あ
る
と
の
回
答
で
あ
る
。

問　
失
業
者
の
医
療
分
野
へ

の
転
機
を
促
す
助
成
制
度
や

医
療
機
関
の
体
制
維
持
の
支

援
策
の
考
え
に
つ
い
て
。

答
市
長　

今
年
度
「
奨
学
金

返
還
支
援
事
業
助
成
金
の
拡

充
と
救
急
医
療
体
制
確
保
補

助
金
」
を
創
設
、
交
付
決
定

済
。
国
、
県
の
支
援
等
を
踏

ま
え
、
取
り
組
み
充
実
に
努

め
る
。

問　
本
市
へ
の
移
住
定
住
の

市
長
の
考
え
と
取
り
組
み
は
。

答
市
長　

東
松
島
移
住
定
住

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
ひ
が
ま

▲復興事業の完結と待たれる野蒜海水浴場の再開

１．今後の市政運営について問う　�（答弁：市長、教育長）

長谷川　博 議員

小野　幸男 議員

7 議員が市政をただす

6令和２年８月1日発行



▲全国的政策は競争社会、他と同じことでは成功しない

▲学びの進化は、一人一台の端末から

１．本市人口ビジョン総合戦略と国策の整合性を問う
（答弁：市長）

１．�新型コロナ感染症拡大対策の継続に向けて諸準備を怠
るな　� （答弁：市長、教育長）

２．タイケン学園の現状について問う　� （答弁：市長）
３．今後の基地対策について　� （答弁：市長）

問

問

答

答

感
染
症
対
策
に
万
全
を
期
せ

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
国
策
と
整
合
性
は

予
算
化
を
急
ぎ
早
期
完
成
を
目
指
す

国
の
少
子
化
社
会
対
策
大
綱
と
連
動

支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
、
必
要

な
予
算
措
置
を
適
宜
行
う
。

問　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
お

よ
び
学
校
施
設
の
感
染
予
防

策
の
予
算
化
は
。

答
市
長　

必
要
な
予
算
は
９

月
定
例
会
ま
で
に
行
う
。

問　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の

推
進
と
学
力
向
上
策
を
急
げ
。

答
教
育
長　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク

ー
ル
お
よ
び
施
設
改
修
は
、

早
期
に
予
算
化
す
る
。
ま
た
、

土
曜
日
授
業
、
冬
期
休
業
日

競
争
に
負
け
な
い
こ
と
も
大

き
な
こ
と
。
他
と
同
じ
こ
と

を
や
っ
て
い
て
は
駄
目
。
本

市
独
自
の
施
策
は
ど
う
か
。

答
市
長　

全
寮
制
私
立
高
校

の
開
校
、
新
た
な
私
立
保
育

園
の
開
園
に
よ
る
夜
８
時
ま

で
の
保
育
も
一
つ
の
成
果
。

　

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
、
大
曲

浜
工
業
団
地
等
、
市
内
複
数

の
企
業
誘
致
予
定
地
へ
の
本

格
誘
致
、
矢
本
パ
ー
キ
ン
グ

近
辺
の
道
の
駅
構
想
、
パ
ー

の
短
縮
は
考
え
て
い
な
い
。

問　
避
難
所
運
営
策
は
。

答
市
長　

避
難
所
の
間
仕
切

り
、
専
用
ト
イ
レ
の
設
置
、

医
療
機
関
等
へ
の
移
動
要
領

等
を
定
め
る
。

問　
芸
術
文
化
に
対
す
る
予

算
化
は
。

答
市
長　

文
化
協
会
加
盟
団

体
や
個
人
に
対
し
、
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
行
い
、
予
算
化

を
図
る
。

２
件
目

問　
タ
イ
ケ
ン
の
学
園
の
現
状
は
。

答
市
長　

学
校
の
生
徒
募
集

に
協
力
す
る
。
ま
た
、
市
内

２
つ
の
保
育
園
の
設
置
に
よ

り
待
機
児
童
は
８
名
に
減
少

し
、
学
童
保
育
に
も
貢
献
し

て
い
る
。

３
件
目

問　
基
地
対
策
事
業
は
。

答
市
長　

若
松
門
交
差
点
に

横
断
歩
道
の
設
置
等
を
行
う
。

ま
た
、
防
衛
関
連
助
成
等
事

業
を
協
議
し
、
予
算
要
望
し

て
い
く
。

　

航
空
祭
中
止
に
伴
う
代
替

行
事
等
は
、
基
地
と
調
整
し
、

共
存
共
栄
を
図
る
。

ク
ゴ
ル
フ
場
オ
ー
プ
ン
な
ど

の
地
域
経
済
活
性
化
・
観
光

振
興
で
交
流
人
口
の
増
加
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖

火
到
着
を
契
機
に
ス
ポ
ー
ツ

健
康
都
市
宣
言
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
住
み
続
け
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を

目
指
し
て
、
人
口
の
自
然
増

と
と
も
に
、
独
自
の
政
策
に

よ
っ
て
、
社
会
増
へ
と
取
り

組
ん
で
い
く
。

佐藤　富夫 議員

上田　　勉 議員

１
件
目

問　
備
蓄
品
の
補
充
は
。

答
市
長　

マ
ス
ク
約
36
万
枚
、

消
毒
液
１
千
本
等
備
蓄
。
発

熱
外
来
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
県

に
要
望
。
ま
た
、
地
域
包
括

問　
国
は
５
年
、
市
は
６
年

の
施
策
。
そ
の
違
い
は
。

答
市
長　

市
の
施
策
は
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
第
２
期
総
合
戦
略

を
基
本
。
国
は
、「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
ビ
ジ
ョ

ン
」
が
元
。
中
身
は
概
ね
同

じ
と
考
え
て
よ
い
。

問　
国
も
市
も
出
生
率
1.8
を

目
指
し
て
い
る
が
、
達
成
は

難
し
い
の
で
は
。

答
市
長　

希
望
出
生
率
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
結
婚
、
妊

娠
、
出
産
、
子
育
て
の
向
上

に
は
社
会
保
障
、
経
済
政
策

と
と
も
に
福
祉
、
教
育
政
策

と
連
動
す
る
。
目
標
達
成
に

は
18
歳
ま
で
の
医
療
費
無
償
、

待
機
児
童
の
解
消
な
ど
子
育

て
環
境
の
整
備
と
学
力
向
上
、

雇
用
の
確
保
、
福
祉
の
充
実

等
を
積
極
的
に
行
う
。

問　
目
標
達
成
に
は
地
域
間
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政務活動費に関するおしらせ
　東松島市の政務活動費は、各会派の申請に基づき、年度分一括（１人あたり月額 15,000 円）で交付され、調査研究
活動等に対する必要な経費として使用しています。交付額を超えた支出は会派の負担となり、残額が生じた場合は、市
に返還となります。
　今回は令和元年度（昨年度）の各会派における使用状況、県内の主な市における交付状況および今年度の方針につい
ておしらせいたします。

会 派 名 交付額
（Ａ）

支　　出　　内　　訳 支　　出
合　　計
（Ｂ）

返 還 額
(A) - (B)

会 派 負
担 額
( Ｂ )-( Ａ )

調 　 査
研 究 費 研 修 費 資 　 料

作 成 費
資 　 料
購 入 費

清 新 会 975,000 1,015,079 0 0 0 1,015,079 0 40,079

清 風・ 公 明 960,000 824,774 0 21,670 0 846,444 113,556 0

松 桜 会 540,000 429,082 68,968 0 30,030 528,080 11,920 0

市民クラブ 450,000 303,016 193,960 0 0 496,976 0 46,976

合計 2,925,000 2,571,951 262,928 21,670 30,030 2,886,579 125,476 87,055

※政務活動費は、市政について住民に報告するために要する経費、住民からの市政および会派の活動に対する要望意見の聴取、住
民相談等の活動に要する経費等にも充てることができます。

※清新会、清風・公明及び市民クラブは年度途中で構成人数等変更により、交付額を調整しています。

　令和２年３月３１日に市民クラブが解散したことに伴い、会派お
よび議会運営委員会の構成が変更となりました。所属会派を異動し
た議員および議会運営委員会委員の異動についておしらせいたしま
す。

（円）

編
集
後
記

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
世
界
規
模
で
拡
大
、

流
行
し
、
本
市
で
も
各
行
事

が
延
期
や
中
止
に
な
っ
た
り
、

予
定
し
て
い
た
事
が
で
き
な

い
、
何
を
や
っ
て
も
好
転
し

な
い
状
況
に
少
々
と
ま
ど
い

を
覚
え
る
令
和
2
年
の
前
半

で
し
た
。

　

さ
て
、「
市
議
会
だ
よ
り
」

は
、
こ
の
号
で
本
年
2
回
目

の
発
行
と
な
り
ま
す
が
、
本

誌
の
特
色
と
し
て
、
広
報
委

員
の
一
人
一
人
が
役
割
分
担

し
て
、
編
集
に
つ
い
て
も
自

ら
行
う
ス
タ
イ
ル
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

　

常
に
市
民
目
線
で
読
み
や

す
く
、
内
容
が
理
解
し
や
す

い
紙
面
作
り
を
心
掛
け
て
お

り
、
今
後
も
よ
り
よ
い
「
市

議
会
だ
よ
り
」
を
皆
様
に
提

供
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

 

（
齋
藤　
　

徹
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

広
報
常
任
委
員
会

委
員
長　
　

小
野　

惠
章

副
委
員
長　
　

櫻
井　

政
文

委　
　

員　
　

石
森　

晃
寿

委　
　

員　
　
手
代
木
せ
つ
子

委　
　

員　
　

齋
藤　
　

徹

委　
　

員　
　

小
野　

幸
男

委　
　

員　
　

阿
部　

勝
德

９月定例会日程（予定）のお知らせ
9 月　3日㈭ 10時 00分～　本会議（開会、議案審議等）
9月　7日㈪ 10時 00分～　本会議（一 般 質 問）
9月　8日㈫ 10時 00分～　本会議（一 般 質 問）
9月　9日㈬ 10時 00分～　本会議（一 般 質 問）
9月 10日㈭ 10時 00分～　本会議（一 般 質 問）
9月 11日㈮ 10時 00分～　本会議（決算総括質疑）
9月 18日㈮ 10時 00分～　本会議（追加議案審議等）
9月 25日㈮ 10時 00分～　本会議（議案審議等、閉会）

※変更の場合がありますので、詳しくは
　市議会ウェブサイトをご覧下さい。

会派および議会運営委員会の構成変更

《所属会派の異動》

《議会運営委員会》

議　員　名 異　動　内　容
石森　晃寿 市民クラブ　　⇒　松桜会
齋藤　　徹 市民クラブ　　⇒　清風・公明

新 旧
櫻井　政文 佐藤　富夫

※佐藤富夫議員は会派に属さない議員となります。

～県内の主な市における交付状況～

～昨年度の各会派における使用状況～

～今年度の方針について～
　新型コロナウイルス感染症の全国的な感染拡大に伴い、今年度は多くの市
町村議会において、政務活動費の返還等の申し入れに関する報道がなされて
います。
　本市議会においても、協議をしておりますが、受領した政務活動費の年度
途中での返還は、公職選挙法の「議員の寄附行為」に抵触する可能性があり、
既に今年度分を一括で受領していることから困難なものとなっております。
　このため、年度末の精算をもって対応する予定にしております。

■
議
会
広
報
紙
東
松
島
市
議
会
だ
よ
り
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市名 交付額（月額）
仙 台 市 350,000 円
石 巻 市 30,000 円
登米市・栗原市 25,000 円
塩 釜 市 20,000 円

（１人あたり）

15,000 円※ 東 松 島 市

8令和２年８月1日発行


